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最近芳田氏はtGroundState玉nergyofConductionElecもrons

lnもera?申ngWithaIJOCaliz･edSpin･という論文 (ブレブ7)ン ト)杏

書かれた申､そこにえられた結束は私が前に物性研究に投稿 した論文 ｢8-a

相互作用による基氏エネルギー､その2｣の結果と類似の点が多いので､両者

の比較､疑問の点などをのぺてみたいと思います｡

両者の最も大きな違いモま､我 々の波動函数がスピンについて縮退しているの

に対し､芳田氏のそれはelectron とholeについて縮退 していることと思

うo芳 田氏はフェル ミ面の外にある-コの電子がboⅦld される可能性を論じ

ておられるが何様にholeがbouna されることも可能であり､二奄類の

boⅦldsねもeがあることになる｡しかしこの ような二重縮退は現実にあると

は考え られず､両者はまざりあってエネルギーを下げ､正 しい改劫函数は

elec七ronとholeIiこついて対称になっているのではなかろうかO実際我々bL'1

別の所 (物性研究 1966年 4月号)で示したようにスピンについてsinglet

でelecもronとholeについて対称な改劫函数を作 ることも可能である｡ 芳田

興地氏のえたlogの級数が まとまらないこと､Jが正のときboⅦユdstaもeが 出

来たり準えたりすることは波動函数の非対称性と関係があるのではないかと思

うo我 々の運動函数はelecもronとholeについて対称であっ七Iogの級数がま

とまり､Jが正のときにはbind･ingenergyはな く､Jが負のときには亘れ

はcDel/Jp となったが (Jは芳田氏の定義),これはmO占七diver苫enもな

項をすべて集めたとい う意味で exaOも であると思 うO

我々はスピンについて縮退 した波動函数から出発 してbindingenergyを
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えたoこれはsingleも.stateの方が菌過のある状態 よりbinding en与rgy

だけ低いという芳田氏の主張を否定するようにみえるQLかしこの.点は我々の

改劫函数のスピン構造をもうす こしよく詞ぺないとはっきりしたことはいえな

いと思 う｡

最後に計算上のことをのぺるO､芳田氏が一旦Jで展錯 した項の うちの あるも

のを再び集めてエネJi,ギー分母に くりこんだのは我々のとったRayleiか

Schro-didgerとBTillouin⊥野ignerの車間の摂動法と同等であるよ うに思

うO Lかしょくみると計算上の細かいところに差異があるO芳田氏によって

-1

iD〔ek一五十AE+AEIk〕 dek

を計算する｡ ここに

AEニー(3Log2/4)J2p2JD+ ･･･一･

かIk--(3/8)J2pZ(ek一到/D)短い k一別 /D)+･････.･

AE がR-S摂動によるエネルギ-の下 りであるO 我 々の場合にAelk はなか

ったo芳田氏 はAtk を省略されたがこれは正 しくないと思 うO 今Jpくく 1と

してJ2p2D>>? >>J4p4Dなる勝手な βをとり積分を2つにわけるo

fPニiP〔Ek-E.AE.(3/8)J2pZEfLOg沌 /Dり dek ～
-1

0

=loglβ/卜 E+AE+(3/8)J2p2Eio5g用 /D=i

ここで一讃+AEくEβ<壬く-Eを周いたQ

/?DI/PD(ek+Alk)-idEk= fPDtE葺1鴨 -log(D/♂)
これか ら

琵=AE+(3/8)J2pZEIogl且つ 卜 cDed/JIG

=AE+(3/8)J2p24BllogfAyD卜cDea/Jp
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これは芳田氏の始鼻より箪二項だけ高く,これはJpが小さけれはbindingJ､J

ener鼻港打消してしま.,50しかしJ141ogJ2のような形の式は本来現われない

はずのものと思 う｡
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